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梶
木
又
三
先
生
を
偲
ぶ
言
葉 

 
梶
木
先
生
、
先
生
の
ご
逝
去
か
ら
早
や
二
ヵ
月
の
時
が
流
れ
ま
し
た
。 

こ
の
四
月
に
兵
庫
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の
会
長
職
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

も
は
や
教
え
を
請
う
こ
と
も
、
よ
す
が(

縁)

と
た
よ
る
こ
と
も
か
な
わ
ぬ
今
を
し
み

じ
み
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
唯
た
だ
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
日
は
先
生
の
「
在
り
し
日
」
を
し
の
び
、
共
に
思
い
出
を
語
る
た
め
、
関
係

の
深
か
っ
た
沢
山
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
思
い
出
多
い
こ
の
土
地
改
良

会
館
で
し
ば
し
の
刻と

き

を
過
ご
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

先
生
は
、
大
正
八
年
神
戸
市
北
区
の
有
馬
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
こ
の
地
で
育



 
- 2 - 

ち
、
五
年
間
の
寮
生
活
を
送
っ
た
三
田
中
学
か
ら
九
州
鍋
島
藩
士
の
「
葉
隠

は
が
く
れ

」
の

書
に
心
ひ
か
れ
、
佐
賀
高
等
学
校
へ
と
進
学
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
は
京
都
帝
国
大

学
農
学
部
で
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
農
業
土
木
を
学
び
、
昭
和
十
七
年
に
農
林

省
に
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
中
学
時
代
に
は
後
の
県
議
会
議
員
、
故
藤
井

ふ

じ

い

寛 か
ん

三 ぞ
う

先
生
、
大
学
時
代

に
は
元
京
都
大
学
総
長
沢
田
敏
男

と

し

お

先
生
な
ど
生
涯
の
ご
友
人
を
得
ら
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。 

 

高
校
時
代
は
野
球
部
に
属
し
、
二
年
生
の
時
フ
ァ
ー
ス
ト
を
守
り
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
全
国
優
勝
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
の
素
質
も
発
揮
さ
れ
ま
し
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た
。 

 

農
林
省
で
は
、
戦
争
に
よ
る
中
断
の
後
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
現
在
の
小
野
市
・

加
東
市
を
中
心
と
し
た
国
営
東

条

と
う
じ
ょ
う

川 が
わ

地
区
農
業
水
利
事
業
の
調
査
に
入
り
、
鴨
川

ダ
ム
建
設
時
は
工
事
課
長
と
し
て
、
こ
の
地
で
五
年
間
過
ご
さ
れ
た
の
が
本
県
と

の
直
接
的
な
出
合
い
の
始
ま
り
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
全
国
の
現
場
を
歩
か
れ
、
ま
さ
に
農
業
の
現
場
を
心
よ
り
愛
さ
れ
た
先

生
で
し
た
。
昭
和
三
十
二
年
か
ら
本
省
勤
務
と
な
り
、
昭
和
四
十
五
年
建
設
部
長

を
最
後
に
農
林
省
を
退
官
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
国
営
の
加
古
川
西
部
、

東
播
用
水
、
そ
し
て
北
淡
路
の
土
地
改
良
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
ほ
場
整
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備
や
農
道
整
備
な
ど
事
業
制
度
の
創
設
に
奔
走
さ
れ
、
今
日
の
兵
庫
の
農
業
農
村

整
備
の
形
は
こ
の
時
に
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

昭
和
四
十
六
年
、
全
国
の
土
地
改
良
関
係
者
の
絶
大
な
ご
支
持
を
受
け
、
参
議

院
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、
三
期
十
八
年
間
、
平
成
元
年
に
引
退
さ
れ
る
ま
で
、
大

蔵
政
務
次
官
、
国
務
大
臣
環
境
庁
長
官
、
各
特
別
委
員
長
の
ご
要
職
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
所
属
す
る
自
民
党
で
は
、
国
会
対
策
委
員
長
や
参
議
院
幹
事
長
を
務
め

ら
れ
る
な
ど
、
党
の
幹
部
と
し
て
、
兵
庫
県
政
に
お
い
て
も
頼
み
と
す
る
人
で
あ

り
ま
し
た
。 

 

政
界
引
退
後
、
平
成
二
年
に
は
、
勲
一
等
瑞
宝
章
の
栄
に
浴
さ
れ
、
ま
た
平
成
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三
年
に
は
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
の
会
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
十
五
年

の
退
任
に
至
る
ま
で
、
毎
年
全
国
土
地
改
良
大
会
を
主
催
す
る
な
ど
関
係
者
の
結

束
を
確
固
た
る
も
の
と
さ
れ
、
全
国
の
土
地
改
良
事
業
の
推
進
に
大
き
な
指
導
力

を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。 

 

我
が
兵
庫
県
土
連
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
か
ら
十
一
期
三
十
三
年
間
に
及

ぶ
会
長
職
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
本
県
土
地
改
良
事
業
の
最

盛
期
と
重
な
り
国
営
・
県
営
・
団
体
営
を
問
わ
ず
、
色
々
な
局
面
で
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
梶
木
先
生
の
存
在
そ
の
も
の
が
私
達
の
誇
り

で
あ
り
、
力
と
な
っ
て
今
日
の
土
地
改
良
事
業
の
成
果
が
あ
る
と
の
思
い
を
抱
く
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も
の
で
あ
り
ま
す
。 

先
生
の
「
人
と
な
り
」
は
、「
一
見
無
愛
想
だ
が
、
付
き
合
え
ば
温
か
い
人
柄
を
感

じ
る
」
と
多
く
の
先
輩
方
が
評
価
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
お
り
、
私
た
ち
後
輩
も
常

に
大
変
温
か
い
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
生
前
、「
和
を
持
っ
て
貴
し

と
な
す
」「
農
の
も
と
は
人
に
あ
り
」
と
よ
く
揮
亳
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま

す
。
先
生
の
志
で
あ
っ
た
「
農
は
国
の
大
本

た
い
ほ
ん

な
り
」
を
胸
に
、
先
生
の
ご
意
志
を

し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
、
私
達
は
農
業
農
村
の
発
展
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
を

こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
長
年
苦
楽
を
共
に
さ
れ
た
奥
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
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し
上
げ
、
梶
木
又
三
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
て
、
式
辞
と
い

た
し
ま
す
。 

  

平
成
二
十
年
七
月
二
十
二
日 
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